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灯
油
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
か
ん
に 

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を
入
れ
て
運
び
た
い

　

灯
油
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
か
ん
は
、
灯
油

を
入
れ
る
こ
と
を
前
提
に
試
験
が
行
わ
れ

て
お
り
、
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を
入
れ
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を
運
搬
す
る
場
合
に

は
、
消
防
法
令
に
適
合
し
た
金
属
製
容
器

を
使
用
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に 

入
れ
て
運
び
た
い

　

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を
入
れ
る
容
器
は
、

消
防
法
令
に
よ
り
、
一
定
の
強
度
を
有
す

る
と
と
も
に
、
材
質
に
よ
り
容
量
が
規
制

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
灯
油
用
ポ
リ
容
器

（
二
十
㍑
）
や
飲
料
用
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
に
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を
入
れ
て
持
ち

運
ぶ
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
す
の
で
行
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
十
九
年
十
月
現
在
、
日
本

国
内
で
試
験
基
準
を
満
た
す
運
搬
容
器
と

し
て
、
危
険
物
保
安
技
術
協
会
で
試
験
確

認
さ
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を 

自
宅
に
保
管
し
た
い

　

消
防
法
令
に
適
合
し
た
容
器
で
保
管
す

る
場
合
で
も
、
消
防
法
令
に
よ
り
合
計
四

〇 
㍑ 
以
上
の
ガ
ソ
リ
ン
又
は
合
計
二
百
㍑

以
上
の
軽
油
を
保
管
す
る
場
合
は
、
条
例

に
よ
り
次
の
よ
う
な
規
制
が
か
か
り
ま

す
。

　

四
〇 
㍑ 
以
上
二
百 
㍑ 
未
満
の
ガ
ソ
リ
ン

又
は
二
百
㍑ 
以
上
一
千 
㍑ 
未
満
の
軽
油
を

保
管
す
る
場
合
は
、
保
管
場
所
の
壁
、
柱
、

床
及
び
天
井
が
不
燃
材
料
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
構
造
等
の
要
件
が
条
例
の
基
準
に
適

合
し
て
い
る
旨
の
書
類
を
添
え
て
、
あ
ら

　

災
害
時
に
正
確
な
情
報
を
よ
り
早
く
皆

さ
ん
へ
伝
達
す
る
た
め
、「
防
災
情
報

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」
を
五
月
か
ら
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
内
四
二
か
所
に
設
置
し
た

防
災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
防
災
情

報
な
ど
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
て
い
る

内
容
と
同
じ
内
容
を
皆
さ
ん
の
「
携
帯
電

話
」
や
「
パ
ソ
コ
ン
」
な
ど
に
メ
ー
ル
で

お
知
ら
せ
す
る
の
が
「
防
災
情
報
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
町
在
住
在
勤
在

学
、
そ
の
他
だ
れ
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
役

場
、
図
書
館
、
児
童
館
な
ど
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
登
録
方
法
や
ご
利
用
規
約
を
精

読
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
本
部
消
防
総
務
課

　

�
内
線
三
一
三

　

五
月
一
日
か
ら
、
二
二
時
か
ら
翌
朝
八

時
ま
で
の
気
象
警
報
の
解
除
に
つ
い
て

は
、
防
災
行
政
無
線
放
送
を
し
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

消
防
本
部
消
防
総
務
課

　

�
内
線
三
一
三

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物

の
保
安
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及
び

啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎

年
六
月
の
第
二
週
を
「
危
険
物
安
全

週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
身
近
に
使
用
す
る
危

険
物
に
つ
い
て
の
疑
問
等
に
つ
い
て

い
く
つ
か
例
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
本
部
消
防
総
務
課

　

�
内
線
三
二
三
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か
じ
め
消
防
機
関

へ
の
届
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
二
百
㍑

以
上
の
ガ
ソ
リ
ン

又
は
一
千 
㍑ 
以
上

の
軽
油
を
保
管
す

る
場
合
は
市
町
村

長
の
許
可
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、

消
防
法
に
よ
り
、
壁
、
柱
及
び
床
を
耐
火

構
造
と
す
る
な
ど
、
一
定
の
構
造
基
準
に

適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
市
町
村
長

の
許
可
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

安
全
へ　
確
か
な
ス
マ
ッ
シ
ュ　
保
守
点
検

葉山町消防本部・消防署　〒２４０－０１１２　葉山町堀内２０５０　�０４６－８７６－０１１９（代）　� ０４６－８７６－１２６３（代）

防
災
行
政
無
線
放
送

夜
間
の
運
用
を
変
更

防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

ガソリンや軽油は、一般の人が取り扱う
には相当な注意を要する危険物です。

�
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
の
運
搬
に

適
し
た
容
器
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お
知
ら
せ

選
考
し
ま
す
。

　

最
優
秀
賞（
町
長
賞
・
議
長
賞
）
各
一
名

　

優
秀
賞
（
消
防
長
賞
）
三
名

　

優
良
賞
（
葉
山
町
危
険
物
安
全
協
会
長
賞
）
五
名

　

入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
授
与
し

ま
す
。
ま
た
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈

呈
し
ま
す
。

　

審
査
結
果
は
、
広
報
葉
山
十
一
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
、
火
災
予
防
期
間
中
等
に

役
場
ロ
ビ
ー
、
保
育
園
・
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
学
び
の
広
場
等
で
開
催
予
定
の
作
品

展
で
展
示
し
ま
す
。

提
出
先
・
問
合
せ　

消
防
本
部

　

消
防
総
務
課　

�
内
線
三
二
三

　

か
け
が
え
の
な
い
命
を
救
う
た
め
に
、

応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　

七
月
十
一
日
（
金
）

・
九
時
〜
十
二
時
の
部

・
十
三
時
三
〇
分
〜
十
六
時
三
〇
分
の
部

場
所　

消
防
庁
舎
地
下
講
堂

対
象　

町
内
在
住
在
勤
の
十
五
歳
以
上
の
人

定
員　

各
部
十
六
人
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
合
せ　

申
請
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署　

�
内
線
二
二
二

　

�
八
七
六－

一
二
六
三

締
切　

六
月
三
〇
日
（
月
）　

十
七
時

　

二
〇
〇
八
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

対
象　

町
内
の
小
学
四
年
生

募
集
内
容　

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

題
材　

標
語
入
り
と
し
、
内
容
は
消
防
に

関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で

す
。
標
語
は
自
由
で
す
が
、
平
成
二
〇

年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
「
火
の
し
ま

つ　

君
が
し
な
く
て　

だ
れ
が
す
る
」

と
し
て
も
結
構
で
す
。

用
紙　

画
用
紙　

四
つ
切
サ
イ
ズ
（
三
八

㌢
×
五
四
㌢
）
た
て
・
よ
こ
自
由
、
作

品
の
裏
側
に
学
校
名
・
学
年
・
ク
ラ
ス
・

氏
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

画
材　

絵
具
、
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
、
色
鉛

筆
な
ど
自
由
（
版
画
は
除
く
）

締
切　

九
月
五
日
（
金
）

審
査
会　

九
月
中
旬
に
開
催
し
次
の
賞
を▲昨年の応募作品　力作ぞろい！

防
火
ポ
ス
タ
ー
募
集

普
通
救
命
講
習

受
講
者
募
集

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

元
京
浜
急
行

電
鉄
電
力
司
令

所
所
長
。
京
浜

急
行
電
鉄
に
入

社
以
来
、
金
沢

文
庫
通
信
区
長

　

平
成
二
十
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
葉
山
で
は
次
の
方
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

等
を
歴
任
し
、
列
車
の
平
常
運
行
に
寄

与
。
鉄
道
業
務
功
労
で
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

家
族
主
体
の
家
族
計
画
の
普
及
啓
発
、
母

子
保
健
・
思
春
期
保
健
推
進
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�

��

�
�
�
�

　

現
日
本
家
族

計
画
協
会
理
事

長
。
母
子
保
健

法
の
成
立
や
国

内
の
み
な
ら
ず

途
上
国
で
も
、

�
�
�
�
��

��

�
�
�

　

元
東
京
消
防

庁
勤
務
。
市
民

の
安
心
・
安
全

を
希
求
し
、
東

京
消
防
庁
退
職

後
は
防
災
専
門

指
導
員
も
歴
任
す
る
な
ど
、
四
九
年
余
消

防
一
筋
で
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
地

域
に
貢
献
。
危
険
業
務
従
事
者
消
防
功
労

で
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
��

��

�
�
�

　

元
警
視
正
。

神
奈
川
県
警
察

本
部
で
の
監

察
・
交
通
活
動
、

五
警
察
署
と
二

警
察
署
長
を
務

め
、
危
険
業
務
従
事
者
警
察
功
労
で
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　新教育長が
決まりました　

　５月１６日付で、教育委員
会教育長に就任しました。

 豊  田  茂  紀 （６７歳）
とよ た しげ き

任期　平成２０年５月１６日～
　　　平成２２年３月７日
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◎
特
選　

＊
共
選

俳　

句　
　

沼
田
葉
櫻
子　

選

◎
花
曇
り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
空
を 
掻 
く 

米
田　

宮
子

か

（
評
）桜
が
咲
く
こ
ろ
の
く
も
り
空
は
う
っ
と
う
し
い

も
の
で
あ
る
。
く
も
り
空
に
溶
け
込
む
よ
う

に
、
プ
ロ
ペ
ラ
音
を
パ
タ
パ
タ
さ
せ
な
が
ら
飛

ん
で
い
く
の
を
見
か
け
る
。「
空
を
掻
く
」が
よ

い
。

　

振
り
向
け
ば
は
や
散
り
じ
り
の 
花 
筏
   
 

園
田　

義
朗

は
な 
い
か
だ

（
評
）花
び
ら
が
水
に
浮
か
ん
で
流
れ
ゆ
く
の
を
筏
に

見
立
て
た
語
で
あ
る
が
、
落
花
に
は
傍
題
が
多

く
、
ミ
ズ
キ
科
の
落
葉
低
木
に
も
「
花
筏
」
と

い
う
木
が
あ
る
。
こ
の
句
の
よ
う
に
た
ち
ま
ち

変
化
す
る
花
筏
も
動
き
が
あ
っ
て
美
し
い
も
の

で
あ
る
。

　

源
氏
池
落
花
う
ず
巻
く
水
の 
捌 
け 

石
川　

光
子

は

　

潮
風
の
緩
や
か
な
る
を
ひ
じ
き
干
す 

熊
谷　

晃
門

　

児
童
館
横
の
切
り
岸
き
ぶ
し
の
黄　

伊
藤　

青
嵐

　

春
風
を 
孕 
む
白
帆
や
沖
の
富
士 

三
崎　

邦
彦

は
ら

　

人
の
世
は
ま
ま
な
ら
ぬ
も
の
桜
散
る 

碓
井
美
津
子

◎
惜
春
や
真
砂
女
基
吉
と
も
に
逝
き 

安
藤
と
み
子

（
評
）鈴
木
真
砂
女
は
、
俳
誌
「
春
燈
」
の
作
家
、
清

水
基
吉
は
芥
川
賞
を
受
賞
し
、
石
田
波
郷
の
俳

誌
「
鶴
」
に
拠
り
俳
句
を
よ
く
し
た
。
鎌
倉
文

学
館
長
も
務
め
た
鎌
倉
文
士
で
、
今
年
亡
く
な

ら
れ
た
。
作
者
が
こ
れ
ら
の
方
々
に
ど
う
い
う

思
い
な
の
か
。
惜
春
の
思
い
の
中
に
故
人
を 
偲 しの

ん
で
い
る
点
は
納
得
で
き
る
。

　

予
後
の
身
に
欲
し
山
吹
の
花
明
り 

片
山　

久
女

（
評
）予
後
と
あ
る
か
ら
病
気
の
治
療
後
と
い
う
こ
と

に
な
る
。こ
の
経
過
期
間
は
、必
ず
し
も
す
べ
て

が
良
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
山
吹
の

黄
色
は
幸
せ
を
期
待
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

緑
陰
や 
咎 
に 
籠 
り
し 
窟 
と
か 

関　
　
　

昭

と
が 

こ
も 

い
わ
や

　

春
月
や
何 
為 
す
べ
き
か
今
日
明
日 

�
梨　

民
雄

な

　

う
ぶ
す
な
の 
日  
昏 
の
空
や
白
椿 

鈴
木　

ゆ
き

び 

ぐ
れ

　

山
寺
の
縁
起
ひ
た
読
む 
夏  
木  
陰  

近
藤　
　

糺

な
つ 

き 

か
げ

　

青
梅
の
目
立
ち
は
じ
め
し
散
歩
道 

碓
井
美
津
子

俳　

句　
　

淺
井　

一
志　

選 　締切は、掲載希望月の前々月末日必着。はがき１枚に、
一人３首か３句まで（当季雑詠）、住所、氏名、電話番号を書
いて、企画調整課「葉山歌壇俳壇係」まで

短　

歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

保
子　

選

�

�

�

�

�

�

◎
鎌
倉
は
今
日
も
賑
や
か　
 
葱 
・
青
菜
リ
ュ
ッ
ク
に
立
て
て
小
町
を
行
く
も 

米
田　

宮
子

ね
ぎ

（
評
）鎌
倉
は
神
社
仏
閣
の
他
に
「
小
町
通
り
」
も
名
所
の
一
つ
。
観
光
客
の
人
波
行
き
交
う
中
を

み
ど
り
の
野
菜
も
行
く
。
日
常
と
非
日
常
の
立
ち
交
る
風
景
を
捉
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
面
白
い

歌
で
す
。

　

万
物
の
芽
吹
き
の
春
を
朽
ち
て
ゆ
く
レ
モ
ン
の
幹
を
子
は 
鋸 
び
き
ぬ 

秋
吉
美
代
子

の
こ
ぎ
り

　
 
連  
翹 
の 
細  
枝 
挿
し
し
を
忘
る
る
に
鮮
や
か
な 
黄  
花 
五
り
ん
の 
矜  
持  

渡
辺　

裕
子

れ
ん 
げ
う 

ほ
そ 

え 

き 

ば
な 

き
ょ
う 

じ

　

ほ
た
る 
烏  
賊 
、 
分  
葱 
の
ヌ
タ
を
作
り
た
り
旬
を
愛
で
れ
ば 
夕  
餉 
早
ま
る 

中
川　

弘
子

い 

か 

わ
け 

ぎ 

ゆ
う 

げ

　

大
切
な
人
と
憶
え
ど
遺
り
し
は 
恙 
な
く
食
み
今
日
を
終
り
ぬ 

柳
沢　

千
雪

つ
つ
が

　

さ
あ
立
た
ん
と
腰
を
か
ま
え
て
し
っ
か
り
と
両
腕
拡
げ
か
ら
す
に
学
ぶ
も 

山
本　

ふ
で

　

牧
場
の
牛
は
巨
体
を
動
か
し
て
語
り
か
け
る
が
に
瞳
向
け
く
る 

石
川
サ
ヨ
子

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
つ
か
ら『
か
し
こ
』に
な
っ
た
の
と
わ
が
文
に
孫
の
尋
ね
し
と
聞
く 

鈴
木　

榮
子

　

こ
と
さ
ら
に
大
き
チ
ュ
ー
バ
は
春
う
ら
ら
の
光
吸
ふ
ご
と　

野
外
吹
奏
楽 

金
井　

比
佐

　
 
道  
標 
に
陽
は
照
り
な
が
ら 
四  
方 
か
す
み
天
城
山
な
み
影
あ
は
あ
は
し 

近
藤　
　

糺

み
ち 
し
る
べ 

よ 

も

顔�顔�
４月２４日葉山町茶道連盟のお茶会が葉山しおさい公園内で開
かれました。あいにく小雨がぱらつく天気でしたが、ご亭主の
心づくしや庭の木々やつつじの花にもてなされ、お客さまたち
は楽しい時間を過ごしていました。

▲新緑のきれいな公園でお茶会

葉山町役場　〒２４０－０１９２　葉山町堀内２１３５　�０４６－８７６－１１１１（代）　� ０４６－８７６－１７１７（代）

入学式で初めての制服を着て、緊張の面持ちでいた葉山中学校の新１
年生たち。入学からそろそろ２か月。「徐々に学校生活にも慣れてき
て、授業や、楽しみにしていた部活動の中で、生徒一人一人が個性を発揮
して、中学生らしい生活ができるようになってきています」と教頭先生。
今年の１年生は、葉山小学校１２９人、上山口小学校３６人、長柄小学校５８
人、一色小学校７６人、葉山中学校１６７人、南郷中学校７７人です。

大きな制服に身を包んで�


